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８月23日訪問した塔木德台南會館（Tamlud Hotel TAI NAN BRANCH）での実習（学生２名）は，フロント・顧客案
内ではなく，客室係・清掃の実習であった．この実習では顧客とのコミュニケーションは殆どなくバスルームを含め室内
清掃を黙々とこなす仕事であった．前述のリゾートホテルでの実習とは全く違う内容だったが，学生達も自分のスキルを
どのように伸ばしたいのか，このインターンシップ期間をどのように役立てたいのかを理解した上での選択であり，事業
所担当者も客室をどのように清潔に保つかなど細かいチェックで学生に指導を行っているとのことだった．
同日午後に訪問した「社團法人中國青年救國團」は生涯教育機会を提供する学習センターの様な形態の事業所であった．
表３　インターンシップ事業所訪問先（樹人医護管理専科学校日本語学科と同行）
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前述の３ホテルがいずれも女性２名づつの派遣出会ったが，同事業所は男子学生１名の実習で担当は児童（３～５歳くら
い）の学習をサポートする業務であった．台湾では「短期補習班」と表示された塾・学習教室が到る所にあり，学校の勉
強以外に塾通いする例が多い．学生も様々の年齢層の顧客とコミュニケーションをとることでキャリアを磨き，その後の
日本への留学に備えたいとのことだった．受入事業所の主任は，人手が足りずインターンシップ研修生は非常に存在価値
を感じているとのこと．学生も前向きに子ども同士のトラブルに対処する姿が印象的だった．
４．本学「インターンシップ」との比較
本学本年度のインターンシップの業種別の内訳は表４の通りである．本年度夏のインターンシップは一般教養科目・１
年生前期・２単位の正規科目「インターンシップ」である．66名の学生が受講しインターンシップに参加した．県外のイ
ンターンシップは無く全て鹿児島県内でありその殆どは鹿児島市内の企業でのインターンシップであった．一般教養科目
であり学内各学科から履修が可能だが，児童教育学科・生活科学科は他の専門科目での実習があるため例年受講が少なく，
本年は実習の無い教養学科のみの受講となっている．
業種別で最も学生の参加比率が高かったのは金融・保険で22名33.3% が受講しインターンシップに参加している．樹人
医護管理専科学校日本語学科の参加が多かったホテル宿泊関係は本学でのその比率は高く，15名22.7％であった．
樹人医護管理専科学校日本語学科と大きく違う点が２点ある．第１がインターンシップの期間である．樹人医護管理専
科学校日本語学科の場合この夏の期間のイン
ターンシップでは２ヶ月が最も多かったが，
本学の場合，平均日数が4.45日に留まった．
鹿児島県では，県内高等教育機関（大学・短
大・高専）及び一部専門学校で連絡会を組織
しており，経営者協会，商工会議所などと協
議するパイプと作っている．５日以上のイン
ターンシップ期間を確保して欲しい旨申し入
れはしているものの，受入側の事業所の人的
負担が大きく受入期間は短くなる傾向があ
る．表４で最も学生のインターンシップが集
中した金融業１（地銀）は３日間でのイン
ターンシップであった．銀行業務の特徴から
職場に立ち入ってのインターンシップには限
度があり短時間の営業店体験と集合研修型の
インターンシップが毎年実施している．毎年
各大学から参加希望が殺到し各校人数制限が
あったが，ここ２年ほどは就活の売り手市場
化を反映してか，希望者全員の受入を行って
いる．集合研修では数十人規模に拡大してき
た．インターンシップの受入はするものの学
生の対応に十分な社員を対応させられない場
合は期間を絞らざるを得ないのが現状であ
る．特にサービス業ではその傾向が強い．今
回のインターンシップで最も長い研修期間を
設けてくれたのは情報通信業３の事業所であ
る．インターネットホームページ制作会社で
15日間を確保してくれた．情報技術のスキル
が必要とされるインターンシップであり５日
間の期間ではとても学べないからである．事
前に学生の意思確認などもあり非常に積極的
表4　本学インターンシップ先一覧表
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に対応頂いた．第２が労働の対価としての報酬支払いである．本学のインターンシップ先事業所で報酬支払のあった企業
は全く無くゼロである．企業にお願いして職業体験をさせて頂く立場でありその点が台湾の職業教育としての「校外実習」
とは成因が異なる．交通費についても学生自らの負担である．売り手市場化しており，学生を確保・囲い込みしたい同期
から大都市圏では採用を前提としたインターンシップが広がりつつあるが，本県でのインターンシップでは連絡会で意見
交換する範囲ではまだ無い．
５．インターンシップによる社会人基礎力向上の状況
学校から職場へのトランジションを円滑にするためインターンシップが重要な役割を果たすことはこれまでの多くの実
証研究で明らかになってきた．本県の様に超短期のインターンシップしか体験出来ない環境下で学生自身は自分の社会で
てから必要とされる能力が伸長したと感じているのだろうか．
先行研究に述べた董（2018b）の研究を参考に社会人基礎力の伸長をプレポストのアンケート形式で調査を行った．
５－１　調査方法
社会人基礎力の調査には「一般社団法人　留学生支援ネットワーク」が教育機関向けに支援ツールとして提供している
「社会人基礎力チェックリスト」（注４）を使用した．同チェック表が定めた尺度は同表に記載されておりそれに従って同
一表をプレポストで学生に記入させた．
・評価ランクと考課基準
　５：期待される能力・行動の発揮度が抜群であり，模範となる（発揮度100％） 
　４：期待される能力・行動がほとんど申し分なく発揮されていた（発揮度90％程度）
　３：期待される能力・行動がおおむね発揮されていて問題がなかった（発揮度60～70％）
　２：期待される能力・行動が部分的にしか発揮されず，やや問題があった（発揮度40％程度）
　１：期待される能力・行動が全く発揮されず大いに問題があった（発揮度０％）
・調査日：事前調査：2018年６月29日，事後調査：2018年10月30日
・回答率：95％　63名
５－２　調査結果
インターンシップの期間が非常に短かったものの，表５の通り12の社会人基礎力はいずれも伸長している．インターン
シップ事前講義や事後でのプレゼンテーション発表が学生プラスの効果をもたらしたものと思われる．
董（2018b）と同様インターンシップでの教育効果としては，社会人基礎力項目では「主体性」が高く122% の伸長であっ
た．またそれ以上に「実行力」が124％となり，個人中心の能力は大きく伸長する傾向が表れている．一方，「課題発見力」
「計画力」「創造力」「発進力」「傾聴力」「柔軟性」「情報把握力」「規律性」などについては，伸長は確認できたが短期の
インターンシップではそれら基礎力を鍛錬する時間や場が少なく，樹人医護管理専科学校日本語学科が行っているような
２ヶ月程度，職場で実務体験を積まなければ伸長する機会は極めて限られる．
今後長期インターンシップは検討されるべきだが短大２年間は時間的に短く，２～３週間程度でこれら12の能力を引き
上げ可能な研修プログラムを企業側と連携しながら開発していくことが必要である．
表5　インターンシップ実施前後の社会人基礎力自己評価レベル及び伸長率　数値一覧表
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図2　インターンシップ実施前後の社会人基礎力自己評価（左目盛り）・伸長率（右目盛り）
図3　インターンシップ実施前後の社会人基礎力自己評価レベル比較（帯グラフ）
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６．おわりに
今年で４回目の台湾でのキャリア研究となった．今回は本学学生を伴わない単独での調査であったが，樹人医護管理専
科学校日本語学科の教員のインターンシップ評価面談の場に同席させてもらうことができ，受入企業側担当者からも丁寧
な説明を聞くことできた．教員の企業側との面談ではかなりの時間を取り，学生一人ひとりの職場での行動について細か
く意見交換を行う姿勢はとても参考になった．またそれらの意見交換の場には学生が同席しており，十分な透明性が図ら
れていることにも評価の公平性・納得性の面からも重要であると感じた．
本学の学生も体験発表会では，自分の職場での体験とキャリア形成で役だった内容について具体的に発表出来るほどに
真摯に取り組んでおり，インターンシップの教育効果を実感できた．台湾での事業所訪問の過程で常に感じたことは，日
本（鹿児島）・台湾（高雄）地理的な距離はあるが，学生の気質や教員が学生を教育指導する姿は殆ど変わらないという
ことである．特に学生の個性については国が違っても同じアジアの都市での生活で同質化が進んでいる様に実感した．学
生の持つコミュニケーション能力の差および学生個人の経済的環境の違いである．コミュニケーション能力の高い学生に
は次々と新しい仕事が与えられキャリアの伸長がある反面，それらと対称の位置にいる学生は，インターンシップという
貴重な機会を得てもなかなかその機会を自分のキャリアの伸長につなげられない状況が多々ある．台湾リゾートホテルの
主任が言った「（コミュニケーション能力が高くなくても，仕事一通り完成できるまで）インターンシップ学生に寄り添
う」という言葉には教員として，非常に感動を覚えた．経済的な環境は本人の努力では限界があり厳しい現実を感じる部
分である．多くの学生が日本語を学び，日本での留学を志すがその留学には国からの補助も出るとのことだが，その学生
の家計負担もかなりある．快適な留学生活を考えるとなおさらである．留学のステップとして夏のインターンシップに取
り組む学生と，経済的要因で自らの生活や家族のためにインターンシップに取り組む学生の２通りあるという現実も受け
止めなければならないし，今後そのような状況を少しでも改善していく努力が必要である．
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